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開館 にあ たって
瀬戸ロ烈司

京都大学 に総合博物館 が付置 されて,す でに4年

半 に なる。今年6月 には一般公 開を始め た。入館者

も順調 の ようである。社会 に開か れた京都大学 の窓

としての役割 がはたせ ているのな ら,ま ず は京大 附

属博物館 としては及第であろ う。

大 学 に博物館 がほ しい,と い うのは大学人 に共通

した願望 であろ う。京大 には もともと文学部博物館

はあ ったが,自 然史系 の博物館 は存在 しなか った。

その文学部博物館 に して も,建 物だ けがあ って,組

織 は未整備 の ままだったのである。

文系 にせ よ,理 系 で も,研 究が進 めば標本 ・資料

のた ぐいは膨大 な量 が蓄積 される。それ らが各教室

の廊 下に山積 み され,放 置 されるにひ としい運命 を

た どっていた。それ らを収蔵 して保管 し,有 効 に活

用す る場 として,博 物館 の建設がつ よく望 まれたの

であ る。大学 にあっては,ご く自然 な流 れである。

1997年 に,つ いに京大 に総合博物館が付置 される

ことになった。大学博 物館の3大 使命 は,標 本 ・資

料 の収蔵 と研究,そ して展示 である。標本 ・資料 の

保管 ・管理や研 究 について は,そ れぞれの研究者が

各教室 において経験 を蓄積 している ところで,い わ

ば研究者 の 「お手 の もの」 である。

ところが,展 示 については,研 究者 はまるで しろ

うとである。このよ うに大掛 か りな常設展示 を経験

した研究者 な ど,京 大 の自然史系教官 には誰 もいな

い。どの ような物 を,ど の よ うに展示す ればいいの

か。新館建 設 と展示場の概要 をす ぐにと りま とめ,

概算 要求書 に盛 り込 まなければな らない。得意 とす

る分野だけ を駆 け抜 ければいい とい う時期はす でに

過 ぎた。

1970年 代 に,国 立民族 学博物館 が開館 してか ら,

日本の なかで博物館 の展示のあ りようがが らりと変

わって しまった。地方公 共団体 による公 立博物館 が

次 々に建設 された。博物館 ブームが巻 きお こったの

である。そ して,「 民博元年」 とい う言 葉 まで生 ま

れた。民博 には,京 大の卒 業生 も多 く勤務 してい る。

まった く縁 がない,と い うわけで もない。京大博物

館 も,民 博 の展示 を参考 にしようと考え ないではな

かった。 しか し,規 模,内 容 があ ま りにもちがいす

ぎた。みず か らの身にあ った展示 を しよう とする

と,民 博 の展 示 は参 考 にな らない こ とに気が つい

た。

博物館 の建設 ブームは,そ の一方 で,展 示 にたず

さわる業界 を産業界のなか に育成す るとい う役割 も

担 っていた。博物館 の展示場 の建設 を担 当 した会社

には,展 示 に関す る膨 大 な技術 が蓄積 され てい っ

た。その技術 をいっそ う開発 し,体 系化す るため に,

1982年 に 日本展示学会が発足 した。展示学 は,技 術

学の一分野 として確立 される までに成熟 してい った

ので ある。

大学博物館 も,そ の技術 力 を じゅうぶ んに取 り入

れなければな らない。京大総合博物館で は,展 示の

基本設計 の立案 にあたって展 示の専 門業者に協 力 を

依頼 した。民博 の展 示 を施工 した経 験 をもつ業 者が

設計 の立案 に参画 して くれた。大学側が アイデ アの

ア ウ トライ ンを提示 し,そ れ を業者 が具体 的 な イ

メージに仕上 げる。大学 と業者の見事 な連携 プ レー

が展 開 され た。こうしてで きあが った設計 にもとづ
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き,別 の業者が施工 をお こなった。展示の予算が認

め られてか ら竣工 まで,わ ず か1年 と少 し しか な

か った。しか し,短 期 間の内 に設計業者 も施行業者

も我々の意図 をうま く引 き出 し,よ く反映 した展示

をつ くって くれた。開館後の展示 に対す る各方面 の

評判 はす こぶ るよい。これ も日本の展示業界の レベ

ルの高 さを示す ものであ ろう。

「一 ツの工事(仕 事)に 二人の番匠,こ れ に もさせ
いつ れ

た し彼 にもさせた し,那 箇 にせ ん と上人 もさすが に

これ には迷われ ける」とは,幸 田露伴 の 「五重塔」の

名場面。しか し,上 人の悠 長 さとは正反対 に工事 に

ついてあれこれ考えあ ぐねる時間的余裕 さえなかっ

た我 々 を展示業界の技術力が見事 にカバー して くれ

たのであ る。露伴 の一節 を もじれば,京 大総合博物

館の展示 は,大 阪の業者 これ を作 り東京の業者 これ

をなす,と い うことになろう。

(京都大学 総合博:物館長)

平成13年 度秋期企画展

「今西錦 司の世界 一京大 のパ イオニア ワークー」

(平成13年12月 ～平成14年2月)

2002年1月6日 は,故 今 西錦 司先生の生誕百年 にあた る。今西先生 は,京 都大学 を活動拠

点 として,自 然科学 と人文科学の幅広 い分野 にまたが り,生 態学,社 会学,人 類学,霊 長類

学,進 化理論研究 な どで輝 か しい業績 を残 された。その間,山 登 りで培 った強靱 な体力 と精

神力,比 類 な き発想 力 と緻密 な企 画力 を駆使 し,パ イオニ ア と して の役割 を果 た され た。

フィール ドワークを通 してさまざまな理論 を導かれた今西先生 は多 くの後進 を育 て られ,そ

の知 の流 れは数 々の新 しい学会 や研究機 関 となって現代 も力強 く躍動 している。

今西先生 の生誕百年 を記念 して,自 然 と人間の研究 に携 わって きた人々が広 く集 い,互 い

の学 問領域 を越 えて交流 する機会 をもつ ことは,こ れか らの学 問,と くにフ ィール ドワーク

の可能性 を考 える上 で大 きな意義が ある。そ こで,こ れ まで 自然 と人間 との新 たな調和 を模

索 し得 る大 きな学術 的 ・知的貢献 を された方 々を中心 にシ ンポジ ウム等 を企画 し,今 西先生

の発想 と実践 に習 ってで きるだけ大 きな視野 で知 の営為 を推進す る 目的で,2000年 に 「今西

錦司生誕百年記念事業」 の世話 人会 が発足 した。

平成12年(2000年)度 教 育改 善推進費(学 長裁量経 費)で 「今西錦司生誕百年記念事業」

(代表=松 沢哲郎 ・霊長類研究所教授)を 実施 し,平 成13年 度京都大学教育研究振興財 団の

学術研究活動推進事業助 成に よる シンポ ジウム 「21世紀への フ ィール ドワーク」(代 表:松

林公蔵 ・東南 アジア研 究セ ンター教授)を 本年10月6日 に開催予定 である。これ らの事業 を

推進 している過程 で,お びただ しい量 の今西先生の活動 に関連の ある写真,映 画 フィルム,

地図類,記 録,資 料,先 生 自筆の ノー トなどが存在す ることが明 らか になった。それ ら資料

類 を一堂 に集めて,今 西錦司の人 間像 を解明す る展示 を企画 した。「博:物館 における写真収

集 ・保存 の国際規格」にのっ とった写真 の保存 のモデル を立 ち上げ,総 合博物館 に集積 した

写真類等 を,一 挙 に公 開 ・展示 する。
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濱田耕作 と国府遺跡資料
山中一郎

本館が所蔵 ・保管する考古資料は,20万 点とも,

30万 点とも数えられるが,総 量を取 り上げるまで も

なく,個 々の資料 として日本の考古学史を語るとき

に大 きな意味をもつ ものが多い。京都大学の考古学

教室は,「日本の近代考古学の父」と呼ばれた濱田耕

作によって創始されたのであるが,そ の濱田の資料

重視の学風が収集 された考古資料に色濃 く反映され

ている。大 日本帝国に唯ひとつ存在 した大学制度の

なかにおける考古学の教育機関に対 して,基 本的な

考古資料を収集するのに濱田は努めたのである。

濱田が 「第一等資料」 と格付け した発掘調査に

よってもたらされる,研 究 目的から帰結 される情報

をともなった考古資料を,そ の収集資料の骨格に置

いたのは当然のことであった。ところで開設された

考古学講座の経費を用いてすぐに濱田が着手 した発

掘調査のひとつが,今 日の大阪府藤井寺市 にある
こ う

国府遺跡 の調査 である。

考古学 の調査 が始 め られ るきっかけの多 くは,古

今 の東西 を問わず考古遺物 が拾 われ るこ とにあ る。

濱田の眼前 にあったその採 集 された遺物 とは,こ こ

に写真で示すサヌ カイ ト製の石器であ り,調 査報告

書 に正式 に出 されて以後,数 々の引用 をみ て きた と

ころである。京都大学文学部博物館が一般公 開され

てか らは,展 示 ケースの一角 を占め て きた。その展

示 に比較資料 として並べ られてい るよ うに,こ の石

器 は濱田の時代 か らヨーロ ッパの前期 旧石器 時代 の

指標石器であ る両面調整石器(ハ ン ド・ア ックス)に

よ く似てい る とみ なされ た。もしもこの類推が正 し

い とす れば,日 本列 島に ヒ トが住 み始 めた年代 は,

土器の出現する よ りもず っ と古い ときまで さかのぼ

りうる と考 え られ た。当時 としてはそ うした意識 は

薄か った と思 われ るが,「ナ シ ョナ ル ・ア イデ ンテ ィ

テ ィ」の形成 に寄与 する ことに結 果的になる調査 で

あ っ た。 あ るい は今 日的 にい う 「ジ ャー ナ リス

テ ィ ック」 な調査 とも,い うこ とがで きよう。

日本 にお ける考古学 の開始期で なかったな らば,

この採集資料か ら旧石器時代の遺物 を得 るための発

掘調査 はなか った ともい える。その表面の風化 度が

進んでいないことがネガテ ィブの判断 をさせ る根拠

となろう。石器の風 化度 をその古 さの推定根拠 にす

ることか ら蓋然性の高い結論 を引 き出せるか どうに

つい ては議論があ るが,そ う した議論が 日本考古学

で盛 んにお こなわれるの は,い わゆる 「ねつ造」事

件 の後で,"前 ・中期旧石器時代"の 「資料 」の 出土

の仕 方 の不 自然 さを指摘 しよ う としての こ とであ

る。少 な くとも,「旧石器発見」の目的 も濱 田の調査

の方 向で,岩 宿遺跡 の発見以後 に国府遺跡が鎌木義

昌に よって再調査 されるのは,こ の石器 の存在が ひ

とつの根拠 をな している と,考 え ることがで きる。

鎌木 の調査 は,幸 運 にも残 ってい た,今 日でい う低

位段丘堆積 土 を掘 りあてる ことがで きて,先 土器時

代(縄 文時代 よ り古 い時期 を 日本考古学 では誤 って

そ う呼んだ)の 石器資料 を得 た。代表的 な石器 は「国

府型ナ イフ形石器」で あ り,そ れ を作 り出すための

石の割 り方 は きわめて特徴 的であ るゆえに,「 瀬戸

内技 法」 と名付 け られた。そ して先土器時代 の研 究

や,旧 石器の製作技術 の研 究が進め られてい くうえ

で大 きな役割 を果 たすのであ る。

濱 田自身 の調査 は,鎌 木のそれ に比べ ると運が な

か ったこ とになる。「ハ ン ド・ア ックス」に引 きず ら

れて,後 期 旧石 器である,日 本 にお ける独創的 な資

料 を見落 とした とい うめで は決 してない。残 ってい

た低位 段丘 堆積土 に巡 りあわ なか ったばか りで な

く,お そ ら くは,深 く掘 り込 まれ た谷部が埋没 して

4



総合博 物館ニ ュース レター 〈西o.10

国府遺跡 か ら採集 され たサヌカイ ト製石器

(右)と 切り取 られた埋葬人骨資料(上)

しまった地点に当た ったのであろ う。該 当する時期

の土層が侵食 を受 けたこ とによって遊離 させ られて

しまった石器資料 が,新 しい時期 の堆積土 か ら見 つ

け られ ることもなかった。しか し濱 田は,思 いがけ

ず,別 の時期の資料 に遭遇 した。縄文時代 の遺跡 を

掘 り出す ことにな った。しか も考古学資料 だけでは

な く,ほ ぼ完全 に近 い埋 葬人骨 を得 るこ とになった

のであ る。濱田はただちに形 質人類学者 の研 究参加

を要請 し,こ こにわが国で初 めての考古学 と他 の科

学の共同研 究が実行 された。埋葬 人骨資料 は切 り取

られて,大 学 に運 ばれ収蔵資料 とされた。実物資料

を遺跡か ら切 り取 る例 と して も,わ が 国における最

初の例 といえる(写 真 参照)。

考古学の調査 は,他 のいかなる研究 における と同

じように,実 施す る 目的 をたて るにあ たって,「 予

見」をもって始め られる。目論 見 とで もい ってお こ

う。濱 田のそれ もまたそ うで しか なか った であ ろ

う。しか し濱 田の偉大 さは,そ の当初の 目論 見が外

れ た ときの対応 の仕方 に認め られ る。予想外 に眼前

に姿 を現 わ した考古資料 を,当 時の学術 的処理の最

良 の仕方で成果 に結 びつ けるのであ る。

凡人 は 「予定 した」過程 を突 き進 む,あ るい は突

き進 もう とす る。そ こで新 しい もの を作 り出す絶好

の機会であ るこ とを見つ けだすの は,な か なか難 し

い のであ る。本館 が所蔵す る国府遺跡 の資料 を,そ

れ を巡 った濱 田の思考 に重複 させ て考 えて みる と

き,著 者 は常 に,考 古学への対応 をこえて,人 生の

生 き方への教訓 を得 る,「散歩」に引 きず り込 まれ る

の である。

(京都大学総合博物館教授 ・考古学)
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京都大学総合博物館平成13年 特別企画展

「京都大学の遺伝子研究」
平成13年6月1日 一9月30日

遺伝 子の研 究は近年 目覚 ましい進展 をみせてい ます。

そ して,こ の分野の研究 の影響 は私 たちの生活のい ろい

ろな分野 に及 んでい ます。京都大学 において,遺 伝子 の

研究は世界の トップ レベルにある とい って も過言ではあ

りませ ん。そこで,京 都大学総合博物館の新館完成 を記

念 して,京 都大学の様 々な研 究室 で行 われている遺伝子

に関する研究 を学外 にひろ く知 っていただ くことを目的

に,「 京都大 学の遺 伝子研 究」 とい う特別企画展 を開催

いた しま した。

展示 は各研究室 を単位 に して,研 究 内容 を紹 介 したパ

ネル とそれ に関連 した展示 品で行 ってい ます。合計77

の研 究テ ーマが展示 されてい ます。 これ らのテ ーマ を

「基礎 コーナー」「医薬 コーナー」「倫理 コーナー」「農学

コーナー」 「自然 史 コーナー」 の5つ にわけて,閲 覧 さ

れ る方々 に理 解 しやすい ように展示パ ネル と展 示品 を配置 してあ ります。

基礎 コーナーでは,ゲ ノム研究 の基礎 となるデー タベース,生 物体 の構造 その他 の特徴 と遺伝子 の関係

にかん した基礎研 究が紹介 されてい ます。他 の コーナーの研究 の基礎 となる研究 です ので,会 場 の真 ん中

に展示 して,ど の コーナーか ら も参照で きるように配置 してあ ります。エ ネルギ ー理工学研究所,化 学研

究所,大 学院生命科学研 究科,大 学院理学研 究科,木 質科学研 究所が出品 してい ます。

医薬 コーナーで は,基 礎 医学,臨 床 医学,薬 学 に関す る遺伝子研究の成果 と現状 を展示 してい ます。遺

伝子か ら人体 の諸機能 を知 る研 究,病 気 と遺伝子の関係,遺 伝子診療や遺伝子治療,再 生医療 と遺伝子 の

関係,薬 と遺伝子 の関係 な ど,私 たちに密接 に関 わって くる研 究が紹介 されてい ます。大学 院医学研究科,

大学院生命科学研 究科,放 射線生物研 究 セ ンター,ウ イルス研究所,再 生医学研究所,大 学 院薬学研究科,

東南 アジア研 究セ ンターが出品 してい ます。

倫理 コーナーで は,ヒ トゲ ノムや遺伝 子解析研究 に よって進歩 した生命科学 と保健 医療 科学が社 会 との

関 わ りの なかで直面す る倫理的 な問題点 を指摘 してい ます。大学院文学研 究科が出品 してい ます。

農学 コーナーで は畜産,醸 造,農 作 物,水 産,害 虫防除な どに関わる遺伝子研 究の果 と現 状 を展 示 して

い ます。農学は食物 生産に関する科学 ですか ら,家 畜の品種,農 作 物の品種,農 作物 の遺伝子組み替 え,発

酵 に関す る微生物の利用,農 作物 の管理 に関わる植物病理,重 要魚類の資源管理 に関わる個体群構造,害

虫防除 に関 わる植物 と昆虫の関係 な ど,多 様 な研究が紹介 されてい ます。大学院農学研 究科が出品 してい

ます。

自然史 コーナーで は動物,植 物,細 菌の進化 に関す る研 究成果 を展示 してい ます。 また,動 物の社会構

造 の解明 に関係 してい る遺伝子 の研究 も展示 してい ます。生物の進化のあ とを示す系統類縁 関係の研 究は,

近年遺伝子 の解析 によって目覚 ま しい発展 をみせ ていますが,そ れ らの研 究成果が紹介 されて います。こ

れ らの締 め くくりとして,分 子系統解析 に よる生物 全体 の系統樹 が しめ されてい ます。霊長類研究所,大

学 院理学研究科,大 学 院農学研究科,総 合 人間学部,大 学院人 間 ・環境学研究科が 出品 しています。
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この企画展 にあわせ て,平 成13年6月 に公開講座 「京都大学の遺伝子研 究」をひら きま した。以下 に講師

と講義 内容 の要 旨を記 してお きます。

6月23日(午 前)生 物 の 進 化 をDNAで 辿 る

宮 田 隆(大 学 院理 学 研 究 科 教 授)

DNAは38億 年の生物進化 の情報 を秘め た,い わば 「分子化石」です。最近 の分子系統学が明 らかに した,

これ までの常識 と著 し く違 う事実 を中心 に,生 物最古 の進化か ら人類の進化 まで,生 物進化 の道筋 をDNA

で辿 って説明 しま した。

6月23日(午 後)京 都 大 学 のバ イ オ イ ン フ ォマ テ ィ ック ス研 究

五 斗 進(化 学 研 究 所 助 教 授)

ゲ ノム配列決定後の生命情報の コンピュー ター解析 を推 進する拠 点 と して,本 年4月 か ら京都大学化学研

究所 にバ イオインフォマ テ ィックスセ ンターが設置 され ま した。本 セ ンターでは,生 命情報 の知識ベ ース

であ るKEGGを 始 め として様 々なデー タベ ース を構築 し,こ れ らを用 いた解析手法 を開発 してい ます。こ

れ らの ことをわか りやす く紹介 しま した。

6月30日(午 前)遺 伝 子 研 究 と う まい牛 肉

佐 々木 義 之(大 学 院 農 学 研 究 科 教授)

遺伝子研究 はメンデルの法則 の再発見か らヒ トゲノムの全塩基配列 の解読 に至 るまでの長足の進歩 を見せ

てい ます。これ らの研 究 は畜産物 とくに牛 肉の質 の改良 に関与 してい ます。質的形質 と量的形質 をメンデ

ル遺伝学 に基づい て行 った"第 一世代",DNAの 解析 に基づいて品種の研 究 を行 ってい る"第 二世代"に

分 けて牛 の遺伝学 的研究 につ いて紹介 しま した。

6月30日(午 後)遺 伝 子 が語 る生命 像

本 庶 佑(大 学 院 医学 研 究 科 教 授)

ゲ ノムの情報 は,ヒ トの生命 の設計 図である とい う話が広 く伝 わってい ます。この ような説明か らはゲ ノ

ムの情報 に より生命の しくみ は きっち りと規定 されている ように思 われる方が多い と思い ます。しか し,ヒ

トのゲ ノム に含 まれてい る遺伝子 の数は予 想外 に少 な く,ハ エ と比べ て も大差 ない ことが 明 らか になって

きま した。遺伝子,ゲ ノム とは何 か。 これ に関係 した新 しい生命観 と生命倫理 の観点 にたってクロー ン人

間や遺伝子治療 を始め と して遺伝子研 究 と私 たちの社会の関係 について述べ ま した。

(文責:総 合博物館教授 中坊徹次)
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総合博物館客員教授(平 成12年9月1日 ～ll月30日)

マ リー=ル イ ー ズ ・イ ニ ザ ンニ プ ラ博 士

DrMarie-LouiseINIZAN-PRAT

フランスの国立科学研究所(CentreNationaldelaRe-

chercheScientifique)の 研究 指導 部長(Directeurde

Recherche)を 勤め る。パ リ郊外 にあ るナ ンテール(パ リ

第X)大 学 の一角 にある考古学 ・民族学研究所 に研究室

を構 え,「 技術学 と先 史学」研究班 に属 している。高名

な石器技術学者,ジ ャック・チキシエの創始 した石器研

究 にお ける技術学派 は,今 日の フランス 旧石器研究 に

おいて主流 をな しているが,イ ニザ ン=プ ラ博士 はチ

キ シエの最 初の弟子 のひ と りであ り,30年 にわたる こ

大阪府富田林市の 「お亀石古墳」を見学する

イニザン博士

の新 しい学 派の歩 みの中 に常 に身 を置 いて きたのである。

1970年 にパ リ第X大 学博士号 を取得 して先史学者への道 を歩み始め るが,同 博 士の学位 請求論文 は,「カ

プサ石器文 化の新研 究」であ り,北 アフ リカの後期 旧石器時代 の石器文化 に対 して,技 術学 的理解 を試 み

た ものであ った。

研 究 フィール ドを中近東 に求め,1971年 以来 レバ ノン,75年 にレバ ノン紛争が勃発 した後はカ タールに

転 じ,次 いで1983年 か らはイェー メンの一地方 に踏査 調査 か ら始めて先 史学研 究の基礎 を築いた。それ と

並行 して,1976年 か らはイ ラクのエスキモスール ・ダム建設 にかかわる事前調査 で,い わゆる 「発掘 オ リ

ンピ ック」 と呼ばれた国際共同調査研 究 にフランス隊の一員 と して参加 した。

石器技術 学の研 究では国際的 な第一人者であ り,と くに押圧 して剥 片 を剥 ぎ取 る技術 の解明は,石 器研

究 に新 しい局面 をもたらせ た。この技術 の研究 は北海道 で発見 されていた 「湧別技法」の評価 に始 まるが,

製作 実験 と,実 際の考 古資料 の検討 とい う,チ キシエ学派 の30年 に及ぶ研究 成果 に よって明 らか にされて

きた こ との ひ とつ とい えるが,イ ニザ ン=プ ラ博 士は,北 海道 におけ る一 ヶ月以上 にわた る資料調査 をは

じめ,シ ベ リア を訪 ね,ま た3度 のパ キスタ ンにお ける考古学お よび民族考古学の調査 を試みて,実 際 の

考古資料の検出 にも努め,そ の研 究の進展 に大い に貢献 した。

1995年 に北海道 ・東北 地方 の石器製作技術 の研究 をおこなったのに加 えて,今 回は西 日本 を中心 として

実際 の資料 を手 に して,多 くの 日本人研究者 と意見交換 をお こない,3度 の講演 をお こなった。

(山中一郎)

総合博物館客員教授(平 成13年6月1日 ～8月31日)
リン リャンコン

林 良恭 博士

DrLiang-KongLIN

私 は総合博:物館 で2001年6月1日 か ら8月31日 まで外 国人研究員(客 員教授)と して研 究 を行い ま した,

台湾 の東海大学 か ら来た林 良恭 です。滞在 中の研究 テーマは 「東 アジアにおけ るコウモ リ類の系統分類 に

関する研究」です 。私 たちは台湾 で1995年 頃か らコウモ リ類の種多様性 に関す る調査 を行い,こ れ まで に

20種 以上の コウモ リを確認 して きま した。しか し,そ の中には台 湾か ら,ま た大陸東部や 日本 とい った近

隣i地域 か らも初 めて記録 される種 がい くつ も含 まれていて,ま ずそれ らの分類学的位置づ けを確 定する必

要性 が出て きました。
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コウモ リというと,洞 窟に集団で生活 しているものと思われがちですが,そ れ以外に森林の樹洞などに

単独で生活 している種 も少なくありません。こうしたコウモリは捕獲が難 しいために,世 界的にも分類学

上の混乱が多 く,数 多 くの未解決の問題が残 されています。台湾では生態学などの分野で,コ ウモリの研

究が最近盛んに行われていますが,分 類学的混乱が他の分野の研究の進展を妨げているため,分 類学的手

法による研究が行われる必要があ ります。

台湾のコウモリ研究にとって,東アジアに位置 し地理的に

も近い日本には近縁種が分布するので,それらとの比較研究

を行 うことが,き わめて重要といえます。また,日 本の研究

者が収集し,保存されている台湾産のコウモ リ類の標本も少

なくあ りません。さらに,最近の台湾での調査の一部は京都

大学総合博物館の本川雅治助手,大阪市立大学医学部の原田

正史助教授 らと共同で進めてきました。したがって日本での

3ヶ 月間の研究の機会を得ることができ,きわめて有効な研

究成果をあげることがで きました。日本での研究をより充実

したものとするために,総合博物館での研究に先立ち,台湾

の博物館に収蔵されている標本調査をすませたことはもちろ

んの こ と,台 湾産お よびそれ と関わ りのあ る標本が多数収蔵 されてい る博物館 と して2000年10月 に ロン

ドンの 自然史博 物館,2001年1月 に東京 の国立科学博 物館 と我孫子市 の山階鳥類研 究所 で,い ずれ も本 川

氏 と共同で標本 調査 を進めて きま した。

形態 と核型の情報 を中心 に,台 湾 に分布す るコウモ リ類 の分類学 的位置づ けをほぼ確定す るこ とがで き,

その成果 をい くつかの論文 として滞在 中にま とめ上 げま した。また,近 縁種 との比較 の過程 で,そ れ まで

は知 られていなかった台湾以外 の地域の集団 にお ける分類学 的混乱 も浮 かび上が って くるなど新たな研究

課題 も出 て きま した。今後 はこう した問題 に も取 り組んでい きたい と思 ってい ます。

今 回,京 都 大学総 合博物 館の社 会 に果たす役割 について もふれる ことがで きま した。台湾では台中市 に

国立 自然科学博:物館 があ り,そ こで は社 会教育 と研 究 と標本 収蔵が行 われてい ますが,日 本 にある ような

大学博物館 はまだほとん どあ りませ ん。京都大学総合博物館で は,広 い収蔵室 を設置 し,大 学 で行 われた

研 究で使 われた標本 を収蔵 してい るの には感心 しま した。また,展 示 も一般 の博物館 とは異 な り,大 学で

行 われ た研 究成果 を中心 に据 えてい るの も,大 学博物館 の一つのあるべ き姿 を示 している と思い ます。将

来,台 湾で大学博物館 を作 る計画があ るときには大い に参考 に したい と思い ます。

3ヶ 月 間の 日本滞在で,た くさんの 日本人研 究者 との交流 もあ りま した。これ をきっかけ に日本 と台湾

の 国際共 同研 究が よ り盛 んに行 われ るように,努 力 したい と思い ます。
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新任スタッフ紹介

山村亜希

資料基礎調査系 ・助手

今年4月 に資料基礎調査系の助手 として着任 した山村亜希で

す。専門の研究分野は地理学で,今 年3月 に京都大学文学研究科

にて課程博士を取得 しました。これまでは,日 本中世都市の空間

構造について研究を行ってきました。近年,日 本中世都市研究は

文献史学 ・考古学 ・建築史学 といった複数の分野で共同研究が進

み,徐 々にその実像が明らかになってきています。私は歴史地理

学の立場から,中 世都市 「空間」を,諸 施設 ・諸機能の形態や分

布などから推定される 「現実の空間」と,古 地図や文書に表現 さ

れた 「認識 された空間」とに分けて分析を進めて きました。その

結果,両者は中世都市においては必ず しも一致するものでないこ

とも分かってきました。その相違を当時の政治的 ・社会的 ・経済

的な文脈に即 して理解することが現在の研究課題です。

最近 は,古 地図 につ いて も大 きな関心 を抱 いてい ます。今年6月 には当博物館 にて京都 大学 附属 図書館

の主催 によ り開催 された 『近世 の京都 図 ・世界 図』展 の企画 に参加す る機 会 を得 て,刊 行地図に描 かれた

京都像 につ いてよ り興味 を持つ よ うにな りま した。当博:物館 に も,多 くの貴重 な古 地図が所蔵 されてお り

ます。それ らの分析 を進め,作 成者の空間認識や社会 に受容 され た空間 イメー ジや地理情報 を検 討 し,古

地 図研究の可能性 を広 げたい と思 ってい ます。

また,当 博物館 に所蔵 されている多 くの貴重 な資料 に直接接 する立場 にある ことを生 か して,そ れ らの

管理 ・整理 を行 うとともに,資 料 の学術 的活用 の方法や視角 もより一層検討 してい きたい と思 います。

宜 し くお願 い します。

総博 を離れて
佐藤廉也(九 州大学比較社会文化研究院)

昨年10月 に総 合博物館 を離 れ,翌ll月 か ら九 州大学 に転 出 した。

97年 の総博立 ち上 げ とともにス タッフとなった時は,と にか く期待感で いっぱいだった。京都大学 に自

然科学 か ら人文科学 までの多彩 なス タッフが学 際的に活動 する研 究博物館 がで きる とい う。地理学 を専攻

し,熱 帯 林環境利 用 とア フリカ地域研 究 を研 究対 象 とする 自分 にとって,他 分野か らの刺激 は自分の仕事

をす すめる何 よ りの薬 である。予想 される膨大 な雑事 も,期 待 に比べ れば ささいな ことだ った。

その最初の期待 は,お おむね予想通 りの ものだ ったが,こ れまで慣習 の異 なる分野の研究者 同士が集 まっ

て仕事 を始 める こともあ り,ま た 自分が社 会人 にな りたての半人前だ った こともあ り,面 食 らうことも し

ば しばあった。総合博物館の資料管理体制 にせ よ,展 示計 画 にせ よ,研 究協力体制 にせ よ,考 え方 はスタ ッ

フに よって十人十 色である。話 し合 いの場 で も,そ れが しば しば遠慮 会釈 もな く衝突す る。無邪気 に研究

の ことばか り考 えて きた 自分の甘 さを思 い知 らされる こともあ った。
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今 だか らい うが,立 ち上 げ間 もない頃のあ る夜,概 算要求関係 の雑 用 を終 えて館 内で別方面の一仕事 を

してい る とき,あ る教官 に電話で呼 ばれ たこ とがある。夕食 もまだだったので(と い うよ り酒の誘い に誘

惑 され)喜 んで指定 された居 酒屋 に出かけてい くと,二 人の教官が酒 を飲 んでお り,「君 らに不満 を持 って

お り,そ の愚痴 をい うために」私 を呼んだのだ とい う。詳細 は省 くが,新 館建 設 をめ ぐる準 備の協 力体 制

や資料管理体制 についての問題が主 な もの だった。私 も酒が入 ると遠慮 が な くな るので,そ の年上の教官

に生意気 に も言いたい放題の反論 をさせて もらった。文句の言い合いだ った にもかかわ らず,酒 が妙 にう

まか った記憶があ る。思 えば,初 期 の段 階での分野 ごとの事情 の違 いか らくる情報 ギ ャップは大 きく,遠

慮の ない言い合いが まさに必要 だったのだ ろうと思 う。セ クシ ョナ リズム を克服 す ることの必 要 と,そ の

難 しさを実感 した。その後,考 え方の違 い も徐 々にわか り,相 互理解 に近づ いていった と思 っている。互

いの研 究 を紹介 しあ うため に始めた博 物館ゼ ミも,楽 しか った。

自分の 日常の主 な仕事 は地理関係資料の整理 と管理だ ったが,毎 日それ らを整理 しなが ら,収 蔵 資料の

利用価値の高 さについて も認識 をあ らたにす るこ とがで きた。不 良学生 なが らも地理の教室で育 ったので,

収蔵資料の内容 について はあ る程度把握 してい るつ もりだったが,自 分 の研 究活動へ の利 用 とい う点 に関

しては,全 く浅はか な知識 しか持 ってい なか ったことに気づいた。実際,ア フリカでの調査 に関 して も,地

図や空 中写真 を活用 した調査手法 についての アイデ ィアを,資 料 の整理途 中で得た ことがあ った。これ ら

の資料 は担当 していた地理学実習で学部学生 にあ る程度伝 えるこ とがで きたが,よ り広 く活用 して もらう

ための整理 ・公開方法 につい ては,今 後の課題 としたまま出てい くこ とになって しまった。

諸事情で,こ れか ら展示 オー プンとい うところで総博 を去 ることになった。大詰 めの ところで抜 け るこ

とになって しまい,皆 にて っ きり怒 られ る もの と思 っていた ら,館 長以下ス タッフの皆 さん に逆 に励 まさ

れ たのには,感 激 した。三年半 のあいだ多様 な業務 とともに研究活動 を続 けて来 られたの は,「研 究者 と し

ては,教 授 も助手 も同 じ」 とい う,寛 容 で 自由な館 内の雰 囲気 の中で常 に激励 されたか らこそだった。総

博 で最初 のス タ ッフと して働 いたこ とは,私 の一生 の自負 になる と考 えている。幸 い,現 在の職場 も多様

な分野の研究者が集 う場であ る。総博 で感 じた 自由闊達 な空気 を生か し伝 えるよう,微 力 な りともつ とめ

たい。
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京都大学総合博物館 日誌(平 成13年4月 ～9月)

4月1日

(人事異動)

総合博物館から配置換

助教授 吉川真司

大学院文学研究科 ・文学部歴史文化学専攻へ

事務官 西條久夫 宇治地区事務部経理課へ

技術補佐員 河村たみ枝

大学院文学研究科 ・文学部へ

他学部等 より転入

助教授 岩 崎 奈緒子

滋賀大学経済学部附属史料館 より

助 手 山村亜希 採用

主 任 岡 勇二

大学院医学研究科 ・医学部事務部庶務掛 より

事務官 河田友彦

総合人間学部 ・人間 ・環境学研究科事務部

施設 ・管理掛より

技術補佐員 能勢文子 採用

4月9日 第46回 教官会議

5月14日 第47回 教官会議

5月30日 総合博物館南棟竣工式典

5月31日 〃 記者公 開

6月1日 〃 一般公 開

〃 外 国人研究員 林 良恭(台 湾 ・東

海大学生物 系副教授)来 学

6月8日 第48回 教官会議

6月15日 第11回 運営委員会

6月22日 第12回 協議員会

6月23日 ・30日 第9回 公 開講座

7月6日 第49回 教官会議

8月22日 ～26日 夏休 みサ イエ ンス教室 開催

8月31日 外 国人研究員 林 良恭(台 湾 ・東

海大学生物系副教授)帰 国

9月1日 外 国人研 究員 田 祥麟(大 韓民

国 ・祥明大学校 自然科学大学生物学科教授)

来学

9月14日 第50回 教官 会議

9月21日 第12回 運営委員会
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